
障害者が活躍している笹の湯

●管理職割合：女性40%、男性60%
●特定の職域に一性が偏ることなく、仕事への取り組み方や能力で採用・登用を
行っている。

取り組み内容

性別の区別なく能力を発揮
働きやすい職場環境で
利用者と大きな家族のように

■業種 ／ 社会福祉事業

■常用労働者数 ／ 91人（男性36人、女性55人）
■所在地 ／ 久留米市田主丸町竹野618番地1

障害者支援施設、障害福祉サービス事業、
特定相談支援事業、障害児相談支援事業（ ）

理事長

郷 原  和 彦 さん
ごうはら かずひこ

　社会福祉事業を提供している社会福祉法人 八千代会は、障害者支援施設・

障害福祉サービス事業・特定相談支援事業・障害児相談支援事業を経営して

います。

　女性職員が多いこともあり、様々な職域で女性が活躍しています。本人の

希望等を考慮し、農業班など屋外作業をメインに従事している職員もいます。

　子育て世代が一定数いるため、育児休業を複数回取得する職員もいます。

そのため、シフト勤務の中で子どもが未就学児の間は職員の状況に応じ6歳

（未就学児）まで、短時間勤務を選択できるようにしています。過去5年間の

女性の育児休業取得者8名は、全員短時間勤務で復帰しており、育児休業後も

無理なく働き続けられる環境を整えています。

八千代会、田主丸一麦寮の外観

申し送りを行う支援統括部長の郷原さん（左）、主任の石橋さん（中央）、
生活支援員の藤島さん（右）

社会福祉法人 八千代会
女性労働者活躍推進事業所

　「女性は特に、結婚・出産・育児などで状況が変わっていきます。それらの

事情に合わせて、休暇を取ったり、復帰しやすかったりするよう、安心して

働ける職場環境を整えています。働く意欲がある人は年齢問わず活躍してい

ます。先日退職された方には83歳まで働いていただきました。性別に関わら

ず育児休業、短時間勤務を利用しています。頑張っている職員、特定技能生

なども能力、実績に応じて適正に評価し、賃金がしっかりと払われる体制

づくりをしています。人材不足といわれていますが、今後も働き方改革に力を

注いで人材確保を図っていきます。」と郷原理事長。

　「施設は、利用者と家族が何を求めているか

を常に考えながら運営しています。職員の定着

は利用者の安心につながり、職員に長く働いて

もらうことで信頼も高まります。」と利用者や

ご家族の期待に応えるべく、郷原理事長は職

員が活躍できる職場づくりに尽力し続けます。


